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～自分たちのまちを自分たちの手で！～

　「始め！」という監督の声で、体育館の空気が一気に張り詰める。ピンと張った一本の綱を
引き合うメンバーの体は、床に対して45度以下の角度を保ち、微動だにしない。「1分、終わ
り！」の声とともに、体の中の空気が吐き出される。弾ける笑顔。すぐにメンバー同士で気づい
たことが話し合われる。「最も大切にしているのはチームのコミュニケーションだね。」監督
の言葉にうなずくメンバー。個々のレベルが高くてもチームとして一体でなければ本来の力
が発揮できない綱引き競技では、何よりもメンバー同士の本音で付き合える環境をつくるこ
とが大切。その環境づくりに家族の理解が欠かせないのだと言う。「文句を言われて出てく
る練習と、行ってらっしゃいと言われて出てくる練習では、気持ちに大きな差が出るでしょ。」
との言葉に納得。
　「全国大会に行かないで泣くより、行って泣く方が面白い！！」をチームの合言葉に、10年連
続の全国大会出場を目指し、厳しい練習が続く。

まちづくりを楽しむ
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Ｗｅは英語で「私たち」という意味。男女共同参画を「私たちみんなで考え、みんなですすめていきたい」と願って名づけました。

10年連続全国大会出場を目指して ― 綱引きチーム「いしどりや」― （平成21年8月2日撮影）

●We（ウィ－）への意見・感想などをお寄せください。
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“いい話”“いい話”“いい話”
■思い当たりませんか？
　「誰のおかげで生活できると思ってるんだ！」「お前の育て方が悪
いから、子どももダメなんだ！」「男のくせに意気地がないのね！」な
どの言葉で傷ついたり、いつも携帯電話や行動をチェックされたり
することはありませんか？このようなことが繰り返されるのは、もし
かするとDVかもしれません。

■身体への暴力だけがＤＶではありません
　「DVって、殴られたりすることなんじゃないの…？」と思っている
人もいると思いますが、DVは身体への暴力だけではありません。ひ
どい言葉でバカにする、相手の人格を否定す
る、しぐさや振る舞いで威圧する、あるいは無
視や束縛など、言葉や態度で相手の心を深く
傷つけることもDVなのです。このような暴力
は「精神的暴力」と言われています。

■あなたが悪いのではないんです
　暴力を振るう側は、自分が悪いとは思わず、
「お前が悪いから怒るんだ」などと言います。
その状態が続くと、被害を受けている側は「自分のせいだ、自分が
ちゃんとすれば相手が変わってくれる」と思い込んでしまいます。で
も、間違えないでください。悪いのは暴力を振るう側で、暴力を振る
われる側ではないのです。

■相談できるところがあります
　このような暴力を何度も繰り返し受けている
と、恐怖が先に立ち、無気力になったり、考える
力が失われたりします。暴力によって心にでき
た傷はなかなか回復せず、ひどい時は日常生活
を送ることができなくなってしまいます。一人で
悩んでいないで、ぜひ相談しましょう。

※男性も女性も相談できます。

●配偶者暴力相談支援センター
◆岩手県県南広域振興局
　花巻総合支局保健福祉環境部（花巻市花城町1-41）
　月～金　 8:30～17:00 ☎0198-22-4921

●警察（岩手県警）
◆花巻警察署生活安全課 ☎0198-23-0110
　身の危険を感じたら･････迷わず110番
●花巻市役所
◆健康こども部こども課（新館１階）＜女性相談＞
　月～金　9:00～16:00 ☎0198-24-2111（内線597）
◆政策推進部市民協働・男女参画推進課（本庁舎２階）
　月～金　8:30～17:30 ☎0198-22-2217（相談専用電話）

＊ＤＶ（ドメステッィク・バイオレンス）とは、一般的に「配偶者や恋人など親密な関
係にある（あった）相手から振るわれる暴力」のことを言います。身体的な暴力だ
けでなく、精神的・性的・経済的・社会的な暴力もあり、犯罪となる行為をも含む重
大な人権侵害です。
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イトーヨーカドー花巻店 編
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知っていますか？ＤＶのこと

　全国のイトーヨーカドーでは、サービスの一環として、マタ
ニティ・育児相談室を設置しています。「お買い物ついでに
利用していただければと思っています。また、利用者の声に
応じて様子を見ながらマタニティ・育児相談室を充実したい
と考えています。」と、花巻店・副店長の浅見秀和さん。
　毎週水曜日に相談を受けている、助産師の西里真澄さん
によると、利用者の反応は良く、「里帰り中のお母さんが、お
ばあちゃんと一緒にいらしたり、お子さんを連れたお父さん
がいらっしゃることもあります。今は、インターネットなど
で、いろいろ調べられ便利ですが、情報が多過ぎます。ここ
なら、その方に必要な情報をお伝えすることができますの
で、ぜひご利用ください。」とのこと。
　マタニティ・育児相談に限らず、思春期、更年期の相談な
ど、女性のからだのことであれば、何でも相談できるそう
です。
　利用者である、花巻市在住の前川さんと藤根さんご夫妻
にお話を聞いたところ、どちらも、「調乳用のお湯がある
し、浄水器、温水器付シンクがあって便利。」とのこと。ま
た、前川さんは、「転勤で、同じくらいの子を持つ親同士の
友達がいないので、相談できるので良い。」藤根さんご夫妻
は、「花巻には、他にこういうところがないので、とても良
い。」とうれしそうに話していました。

　特集を組むにあたって行われた勉強会で、初めてコミュニティ
会議が身近なことの解決の場であることを知り、関心をもちま
した。そして地元のコミュニティ会議を何度か傍聴し、「へぇ～
こんなこともしてたんだ～」と新鮮な驚きを覚えました。
　初めての取材は、若者のスポーツ交流。熱く語ってくれたメ
ンバーのイキイキした顔が印象に残っています。
　取材を通して自分の住む地域をもっと暮らしやすくするため
に「こうだったらいいなぁ」と思ったことは声に出してみること
が大切だということに気づきました。機会があればコミュニ
ティ会議に参加してみようかな……と思っています。

（編集後記担当）

編集後記
ＤＶ相談窓口（花巻市内）

男女共同参画情報紙
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「よ市」復活で
　　　“まち”が元気に
「よ市」復活で
　　　“まち”が元気に

好地まちづくり委員会好地まちづくり委員会

■ 地区の概要　11行政区、人口5,472人、世帯数2,016戸 前産業振興部会長
中村弘樹さん

産業振興部会長
柳原利浩さん と

東和東部地区コミュニティ会議　東和東部地区コミュニティ会議　

■ 地区の概要　5行政区、人口2,337人、世帯数753戸

■ 地区の概要　10行政区、人口8,608人、世帯数3,309戸

■もう一度「よ市」を！
　好地地区のコミュニティ会議である「まち
づくり委員会」では、平成19年度に「地域活
性化のためのアンケート」を実施。すると、「商
店街が寂しいね」「“よ市”がなくなって寂し
い」という声が多かったので、委員会はそれを
中央通商店街に伝えました。
　商店街では、「どうしたら商店街に賑わい
を取り戻せるか」を自分たちだけで話し合っ
ていた時には、「よ市」復活のようなアイデア
は出なかったので、新鮮な驚きを覚え、自分
たちが中心となって復活に取り組むことにし
ました。
　そこで、まちづくり委員会は「イベントの在
り方講習会」を実施。そこに参加した人たち
には、「やるからには良いものを…」という気
持ちが生まれ、従来の出店のほか、農産物直
売と映画会も加わった中身の濃い「よ市」を
10年振りに復活させ、成功を収めました。

■「地域が好き、このまちが好き」
　まちづくり委員会は、この成功を今後の活
動に活かし、住民によるまちづくりをサポート
しようと、「よ市」終了後に商店街活性化講習
会」を実施。これには商店街の人たちだけで
はなく、女性を含む地域の人たちが参加し、
「イベントは計画・実行・検証が大切」だという
ことを学ぶことができました。
　「よ市」の復活を通じて、中央通商店街と好

地地区住民はとても大きな成果を得ました。ひ
とつは、地元商工会議所青年部や地域の祭り
メンバーのほか、農産物の出店で農業者も加
わり、職業や年齢、性別を越えて地域の輪が拡
がったこと。もうひとつは、様々な年代の繋がり
ができ、若い人たちが「地域が好き、このまちが
好き」と照れずに言えるようになったことです。

　コミュニティ会議は、市内27の地区ごとに特色あるまちづくりを進めるために組織された“住
民の、住民による、住民のための”「自治活動組織」です。
　このため、組織構成や活動内容も様々で、各地域の特色を活かしたものとなっています。
　「振興センター」は行政機関として、この自治活動組織「コミュニティ会議」を支援しています。

■「砂子大サーカス団」の若者たち
　西和賀町で開かれた「09年北日本雪合戦
大会」で、ベスト8に輝いた花巻のチームをご
存じですか？実は、東和東部地区コミュニテ
ィ会議の「若者交流支援事業」の成果なの
です。
　平成20年度、「少子化」「婿嫁」対策への要
望があがったものの、コミュニティ会議では、
いい案がうかばなかったといいます。そこで役
員が声をかけたのが「砂子大サーカス団」の
若者たちでした。この不思議な名前の団体
は、元は砂子地区の消防団員の集まり。でも

「消防団＝青年部だと男性しか来ない。女性
も子供も一緒に、皆が集まればワクワクでき
る」と、この名前をつけたそうです。これまで
盆踊りの復活や、沿岸・山田町との交流など、
男女20人ほどが地域を盛り上げてきました。

■初出場で大会ベスト８に！
　「砂子大サーカス団」では、経験者がいたの
で雪合戦大会への出場を提案。コミュニティ
会議で地域に声をかけ「晴谷ＭＡＸ」チームを
新たに結成し、手作りの紙玉やシェルターを
使って、２チームで猛特訓の日々。そして、いざ
大会へ。見事、「砂子大サーカス団」チームが

ベスト８に輝いたのです。

■夢は“フィンランド”へ
　監督を務めたコミュニティ会議教育振興部
長の金澤徹さんは、「楽しみながら若者交流
を続けてもらい、参加者を増やしていきたい
ですね」とのこと。
　「周りからの応援が嬉しかったです。もっと
いろんな人と話して、地域を良くしていきたい
ですね。この競技は北海道の全国大会、フィ
ンランドの世界大会とあるので、上を目指して
頑張ります」と、参加者の菅和美さんと小原
基美さんは笑顔で話していました。

※会長の浅沼利一郎さんのお話

■「うちの目玉は梅だ！」
　外川目地区コミュニティ会議では、発足は
したもののコミュニティのコの字もわからな
いという状態でした。
　そこで、先進地を視察することにし、参加者
を募ったところ40名にもなり、私は「こんなに

関心が高ければやれるかもしれない…。」と
思いました。
　視察後、コミュニティ会議の事業で重要な
ことは「目玉づくり」だと考えました。そして、
花が咲き、実もなり、背が低く、高齢者でも収
穫できる梅がいいのではないかと思いつき、
平成20年度の総会で「梅の里づくり」を提案
しました。

■「やってみもしねで！」
　総会では「そんたなごと、わがねんだ～」
「無理だ…」と反対意見が多く出ました。「そ
う言って、今まで挑戦してこねがったがら、今
の大迫じゃねのが」と私が話したとき、瀬川ア
ツ子さんをはじめとする数人の女性たちから
「賛成だ」「やってみもしねでダメだと言うの

はおがし！」という意見が次々と出ました。それ
を聞いて反対していた人たちが「そんたに言
うんだば、やってみるが」と賛成して、「梅の里
づくり」事業がスタートしました。

■梅のように“ま～るい”地域に
　将来的には梅の実を活用した農産加工を目
指していますが、高齢者も作業でき、気楽に立
ち寄れる作業所を作りたいと考えています。
　私たちのコミュニティ会議ではいろんな意
見が出て、おおいに議論する。そして全員が
納得して決める。そのため、決まってからの不
平不満は無いようです。皆で話し合って決めた
「梅の里づくり」がきっかけとなり、地域の課
題を皆で考え、信頼し助け合う、地域づくりが
進んでいけばと思っています。

地区まちづくり基本計画」に反映され、基本
施策の一つに「男女共同参画の推進」も盛
り込まれました。

■意欲のある人を役員に！
　この計画を具体的な形にする取り組みは
すでに始まっています。専門委員に係わる
規約を改正し、まちづくりへの参画意欲や
関心のある人は女性でも男性でも専門委
員になれるよう、公募や推薦を取り入れたこ
ともその一つ。「まだ女性の参画は増えてい
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外川目地区コミュニティ会議外川目地区コミュニティ会議

■ 地区の概要　4行政区、人口939人、世帯数249戸

～ 自分たちのまちを自分たちの手で！ ～
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　花巻市では平成19年度に、まちづくりの中心となる「コミュニティ会

議」が各地域で組織されました。これは、女性も男性も力を合わせ「自

分たちの手で暮らしやすい地域をつくって行こう」というもので、わたし

たち一人ひとりが、これまで以上に積極的に「まちづくり」に関わることが

できるようになっています。

　今号のＷｅでは、自分たちの手で魅力的なまちづくりに挑戦している

４つのコミュニティ会議の活動をレポートしました。
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花南地区コミュニティ会議花南地区コミュニティ会議

基 本 計 画

石鳥谷石鳥谷 大迫大迫

花巻花巻

東和東和

瀬川アツ子さんと浅沼利一郎さん

雪合戦に参加したみなさん

いさご

会長　小原守さん

一人ひとりの思いが
　活きるまちづくりを
一人ひとりの思いが
　活きるまちづくりを

ませんが、やってみませんか、と声をかけやす
くなりました」とのこと。
　「コミュニティ会議をよく知ってもらうために
“コミュニティだより”に力を入れています。
ぜひ読んでほしいですね。また、地域のイベン
ト等にはまず参加してみてほしいです。それ
が地域への理解となり、良いまちづくりに繋が
っていくと思っています。」会長の小原さんは
こう呼びかけています。

■基本計画に男女共同参画を
　花南地区コミュニティ会議では、まず、住民
の願いを生かしたまちづくりのために、全世
帯を対象に、年齢や性別に配慮してアンケー
トを実施。他の地域との違いは、男女共同参
画についての項目があったことです。「男女
共同参画は市が目標としていることですよ
ね。それに地域も取り組まなければ実現しま
せんよね」と、小原さん。調査結果は、住民や
専門委員によるワークショップを経て「花南




